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本
年
５
月
19
日
か
ら
３
日
間
、
広
島
で

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
開
催
期
間
中
に
各
国
の
首
脳
が
、
原

爆
資
料
館
を
訪
れ
被
爆
の
実
相
に
触
れ
、

原
爆
慰
霊
碑
に
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
た
こ

と
は
、「
あ
ら
ゆ
る
核
は
絶
対
悪
で
あ
る
」

と
訴
え
続
け
て
い
る
被
爆
地
広
島
で
開
催

し
た
こ
と
の
意
義
を
示
す
、
大
き
な
成
果

の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。　

　

１
日
で
も
早
く
戦
争
の
な
い
世
界
が
実

現
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
Ｇ
７
首
脳
及
び

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
原
爆
資
料
館
で

芳
名
録
に
記
帳
し
た
内
容
を 

“
被
爆
地
広

島
に
残
し
た
言
葉
”と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本　

岸
田
文
雄
首
相　

　

歴
史
に
残
る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
に

議
長
と
し
て
各
国
首
脳
と
共
に
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
め
ざ
す
た
め
に
こ
こ
に

集
う
。

　

フ
ラ
ン
ス　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領　

　

感
情
と
共
感
の
念
を
も
っ
て
広
島
で
犠

牲
と
な
っ
た
方
々
を
追
悼
す
る
責
務
に
貢

献
し
、
平
和
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
だ

け
が
、私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

　

米
国　

バ
イ
デ
ン
大
統
領　

　

こ
の
資
料
館
で
語
ら
れ
る
物
語
が
、
平

和
な
未
来
を
築
く
こ
と
へ
の
私
た
ち
全
員

の
義
務
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
よ
う

に
。
世
界
か
ら
核
兵
器
を
最
終
的
に
、
そ

し
て
、
永
久
に
な
く
せ
る
日
に
向
け
て
、

共
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
信
念
を
貫

き
ま
し
ょ
う
！

　

カ
ナ
ダ　

ト
ル
ド
ー
首
相　

　

多
数
の
犠
牲
に
な
っ
た
命
、
被
爆
者
の

声
に
な
ら
な
い
悲
嘆
、
広
島
と
長
崎
の

人
々
の
計
り
知
れ
な
い
苦
悩
に
、
カ
ナ
ダ

は
厳
粛
な
る
弔
慰
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

貴
方
の
体
験
は
我
々
の
心
に
永
遠
に
刻
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ド
イ
ツ　

シ
ョ
ル
ツ
首
相　

　

こ
の
場
所
は
、
想
像
を
絶
す
る
苦
し
み

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
私
た
ち
は
今
日
こ

こ
で
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
と
と
も
に
、
こ
の

上
な
く
強
い
決
意
で
平
和
と
自
由
を
守
っ

て
い
く
と
の
約
束
を
新
た
に
す
る
。
核
の

戦
争
は
決
し
て
再
び
繰
り
返
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　

イ
タ
リ
ア　

メ
ロ
ー
ニ
首
相　

　

本
日
、
少
し
立
ち
止
ま
り
、
祈
り
を
捧

げ
ま
し
ょ
う
。
本
日
、
闇
が
凌
駕
す
る
も

の
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
本
日
、
過
去
を
思
い
起
こ

し
て
、
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
共
に
描
き

ま
し
ょ
う
。

　

英
国　

ス
ナ
ク
首
相　

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、「
悲
し
み
を
言
葉

に
出
せ
」
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
原

爆
の
閃
光
に
照
ら
さ
れ
、
言
葉
は
通
じ
な

い
。
広
島
と
長
崎
の
人
々
の
恐
怖
と
苦
し

み
は
、
ど
ん
な
言
葉
を
用
い
て
も
言
い
表

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち

が
、
心
と
魂
を
込
め
て
言
え
る
こ
と
は
、

繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ミ
シ
ェ
ル
Ｅ
Ｕ
大
統
領　

　

80
年
近
く
前
、
こ
の
地
は
大
い
な
る
悲

劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

各
国
首
脳
が
広
島
に
残
し
た
言
葉

理
事
長　

本
　
地
　
正
　
治
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８
月
６
日
原
爆
死
没
者
追
悼
式
ご
案
内

　

巡
り
く
る
８
月
６
日
が
近
付
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
本
年
も
会

と
し
て
第
六
十
七
回
追
悼
式
を
執
り
行

い
ま
す
。

　

八
時
十
五
分
か
ら

　
　
　

追
悼
式
（
学
徒
慰
霊
碑
前
）

　

九
時
か
ら

　
　
　

ご
来
賓
に
よ
る
献
花

　

当
日
の
午
前
中
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
・
関
係
者
の
皆
様
用
の

テ
ン
ト
と
椅
子
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

お
暑
い
時
で
大
変
と
は
存
じ
ま
す
が

お
体
に
お
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
お
参

り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
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わ
れ
わ
れ
Ｇ
７
が
実
際
何
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
を
守
り
た
い
の

か
、
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
平
和
と
自
由
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

れ
は
人
類
が
最
も
渇
望
す
る
も
の
だ
か
ら

で
す
。

　

フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
欧
州
委
員
長　

　

広
島
で
起
き
た
こ
と
は
、
今
な
お
人
類

を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
戦
争
が
も

た
ら
す
重
い
代
償
と
、
平
和
を
守
り
堅
持

す
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
終
わ
り
な
き
義

務
を
は
っ
き
り
と
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の

で
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

　

平
和
記
念
資
料
館
の
訪
問
に
深
く
感
銘

を
受
け
た
。
世
界
中
の
ど
の
国
も
、
こ
の

よ
う
な
苦
痛
と
破
壊
を
経
験
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
現
代
の
世
界
に
核

に
よ
る
脅
し
の
居
場
所
は
な
い
。

令和５年４月7日　研修会模様

令和５年５月26日　清掃模様

令和５年４月7日　研修会参加の役員の方々

役員・活動模様などの写真

令和５年５月26日　清掃参加の役員の方々
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こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課
長

に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
愛
の
肉
親
を
失
わ
れ
ま
し
た
御
遺
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
決
し
て
癒

え
る
こ
と
の
な
い
深
い
悲
し
み
を
胸
に
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
間
の
御
心
労
と
御
苦

労
の
ほ
ど
は
、察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
緊
迫
化
し
、
核
兵

器
使
用
の
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
が
高
ま
る

中
、
原
子
爆
弾
に
よ
る
破
壊
か
ら
復
興
を

遂
げ
た
広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
世
界
の
平
和
と
発
展
に
努
力

を
続
け
た
被
爆
者
や
遺
族
の
思
い
が
、
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
っ
た
事

を
願
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界

中
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
戦
争
の
惨
禍

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
よ
り
一
層
戦

争
の
悲
惨
さ
や
、
戦
没
者
の
方
々
の
尊
い

犠
牲
の
上
に
今
日
の
我
が
国
が
あ
る
こ
と

を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
再

び
戦
禍
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
県
で
は
、
援
護
関
係
施
策
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と

皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
市

行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年

金
課
福
祉
医
療
担
当
課
長
に
就
任
し
、
援

護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
負
傷
さ
れ
、
あ
る
い

は
最
愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た

り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
苦
痛

に
耐
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
痛
み
は
い

か
ば
か
り
か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
七
十
五
年
が
過
ぎ
、
当
時
を
知
る

方
々
の
高
齢
化
も
進
み
、
記
憶
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
日
の
わ
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
は
数
多
く
の
動
員
学
徒
や

女
子
挺
身
隊
員
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
に
よ

り
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、「
国
際
平
和
文
化
都
市
」
の

実
現
に
向
け
て
、「
世
界
に
輝
く
平
和
の
ま

ち
」、「
国
際
的
に
開
か
れ
た
活
力
あ
る
ま

ち
」、「
文
化
が
息
づ
き
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
ま
ち
」
と
い
う
三
つ
の
柱
の
下
、「
共

助
」
と
「
協
調
」
を
基
調
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
一
人
一
人
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
行

動
す
る
「
平
和
文
化
」
を
広
く
地
域
社
会

に
根
付
か
せ
、
さ
ら
に
世
界
中
に
も
根
付

か
せ
る
こ
と
で
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
そ
の

先
に
あ
る
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
市
民

社
会
の
総
意
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

戦
後
の
復
興
・
成
長
を
支
え
、
こ
の
ま

ち
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
努
力

を
受
け
継
ぎ
、
平
和
文
化
の
振
興
に
資
す

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き
続
き

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、

皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

広
島
県
健
康
福
祉
局

社
会
援
護
課
長

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長

六
箱
　
栄
子

宍
戸
　
千
穂

お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
県

健
康
福
祉
局
長	

木
下
　
栄
作

社
会
援
護
課
長	

六
箱
　
栄
子

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

主
　
査	

 

岩
井
　
明
子

主
　
査	

田
川
寧
須
子

主
　
査	

舩
石
　
幸
恵

主
　
査	

見
藤
　
裕
幸

主
　
任	

泉
岡
　
幹
雄

主
　
任	

熊
田
　
　
雄

	

電
話
　
082‒

513‒

３
０
３
６

広
島
市

健
康
福
祉
局
保
健
医
療
担
当
局
長	

岩
崎
　
　
学

健
康
福
祉
局
保
健
部
医
務
監	

宮
城
　
昌
治

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
長	

遠
山
　
郁
也

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長	

宍
戸
　
千
穂

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

　  

（
事
）
管
理
係
長	

名
桑
　
数
美

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
主
査	

神
原
　
千
晶

	

電
話
　
082‒

504‒

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課
事
務
指
導
員	

　（
慰
霊
等
事
業
補
助
金
担
当
）	

浜
岡
　
克
宣

	

電
話
　
082‒

504‒

２
１
９
１
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１　

広
報
活
勣
の
実
施

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　

�　

会
報
「
と
も
し
び
第
136
号
」
の
送
付

に
合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を
送
付
し

た
。

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　

・�

令
和
４
年
６
月
30
日
付
け
第
136
号

９
３
０
部

　

・�

令
和
４
年
11
月
30
日
付
け
第
137
号

９
４
０
部

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

ア　

�

会
報
「
と
も
し
び
」
136
号
、
137
号

の
掲
載

　

イ　

�

４
年
度
ア
ク
セ
ス
数
累
計

９
、９
４
１
件

⑷
「
慟
哭
の
証
言
」
等
を
関
係
機
関
等
に
配
布

　

�　

慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て
い
た

だ
い
た
団
体
等
へ 

冊
子
「
働
哭
の
証

言
」
等
を
送
付
し
た
。

　
　

送
付
数
：
６
件
（
昨
年
度
４
件
）

⑸
慰
霊
塔
説
明
文
の
設
置

　

�　

慰
霊
塔
の
説
明
文
を
常
時
設
置
し
、

参
拝
者
の
理
解
の
一
助
に
し
た
。 

（
１
万
５
千
部
配
布
）

⑹�

動
員
学
徒
等
の
顕
彰
と
会
の
設
立
趣
旨

の
広
報

　

�　

慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
、

随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、
空
襲
、

動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

２　

第
66
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日　
　

時　

�

令
和
４
年
８
月
６
日（
土
）

午
前
８
時
15
分
か
ら

　

場　
　

所　

�

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

　

実�

施
内
容　

祭
壇
・
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

原
爆
投
下
時
刻
に
役
員
に
よ
り
黙
祷

を
実
施
し
た
。

　
　
　

会
員
は
自
由
参
拝
と
し
た
。

　
　

�　

黙
祷
の
の
ち
、
式
辞
・
来
賓
の
追

悼
の
言
葉
・
学
校
代
表
の
追
悼
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

�　

そ
の
後
、
来
賓
の
献
花
を
い
た
だ

い
た
。

　
　

�　

ま
た
、
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
対
応

を
行
っ
た
。
閲
覧
希
望
者
数
は
13
件

で
あ
っ
た
。（
昨
年
度
16
件
）

３　

�

動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

月　

日

参
加
者
数

供
養
会（
西
向
寺
）

４
月
７
日

18
人

○

４
月
20
日

17
人

４
月
28
日

17
人

５
月
６
日

20
人

○

５
月
23
日

22
人

６
月
６
日

20
人

○

６
月
20
日

17
人

７
月
６
日

19
人

○

７
月
20
日

17
人

８
月
５
日

20
人

○

８
月
19
日

16
人

９
月
７
日

19
人

○

９
月
21
日

21
人

10
月
６
日

17
人

○

10
月
19
日

18
人

11
月
７
日

23
人

○

12
月
７
日

20
人

○

12
月
16
日

19
人

１
月
６
日

19
人

－

２
月
６
日

18
人

－

３
月
６
日

17
人

○

３
月
22
日

18
人

合
計
22
回
延
412
人
参
加
（
昨
年
度
363
人
）

４　

役
員
会
等
の
開
催

開
催
日

内　

容

4
・
4
・
20

監
事
会

令
和
３
年
度
決
算
関
係
監
査

4
・
5
・
6

理
事
会

議�

案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業
報

告
に
関
す
る
件

議�

案
第
２
号　

令
和
３
年
度
決
算
の

承
認
に
関
す
る
件

議�

案
第
３
号　

定
時
評
議
員
会
の
招

集
の
決
定
に
関
す
る
件

4
・
5
・
23

定
時
評
議
員
会

議�

案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業
報

告
に
関
す
る
件

議�

案
第
２
号　

令
和
３
年
度
決
算
の

承
認
に
関
す
る
件

議�
案
第
３
号　

理
事
，
監
事
及
び
評

議
員
の
選
任
に
関
す
る
件

4
・
7
・
6

理
事
会

原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
実
施
打
合
せ

5
・
3
・
22

理
事
会
・
評
議
員
会

議�

案
第
１
号　

令
和
４
年
度
収
支
予

算
の
補
正
に
関
す
る
件

議�

案
第
２
号　

令
和
５
年
度
事
業
計

画
に
関
す
る
件

議�

案
第
３
号　

令
和
５
年
度
収
支
予

算
に
関
す
る
件

５　

研
修
会
の
実
施

　

�　

12
月
16
日
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
延
期

し
た
。

　

�　
（
令
和
5
年
4
月
7
日
に
開
催
。本
会

の
成
り
立
ち
・
歴
史
を
学
ん
だ
。）

６　

そ
の
他

　
　

会
員
数

　

�　

令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
705
名

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
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(単位:円)
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

令和4年度　収支決算書

科目 当年度A 前年度B 増減A-B 増減理由

Ⅰ　経常利益.経常費用

1　経常増減の部

(1)経常収益

事業収益

追悼式典事業収益 266,000 232,000 34,000

受取補助金等

地方公共団体補助金 365,000 1,329,000 △ 964,000

受取寄付金

受取寄付金 171,000 256,000 △ 85,000

雑収益

受取利息 27,800 41,935 △ 14,135

雑収益 738,724 476,753 261,971

経常収益計 1,568,524 2,335,688 △ 767,164

(2)経常費用

事業費

会議費 0 0 0

旅費交通費 252,900 257,800 △ 4,900

通信運搬費 204,850 206,634 △ 1,784

消耗品費 154,611 146,207 8,404

修繕費 0 4,400,000 △ 4,400,000

印刷製本費 237,025 160,370 76,655

光熱水費 38,584 31,345 7,239

保険料 17,000 8,500 8,500

委託費 214,760 169,520 45,240

賃借料 0 0 0

諸謝金 800,000 800,000 0

支払負担金 120,000 120,000 0

雑費 139,000 155,000 △ 16,000

事業費計 2,178,730 6,455,376 △ 4,276,646

管理費

会議費 0 0 0

旅費交通費 151,000 96,000 55,000

通信運搬費 76,405 82,350 △ 5,945

消耗品費 1,922 29,796 △ 27,874

印刷製本費 4,090 6,000 △ 1,910

光熱水費 0 0 0

賃借料 0 0 0

諸謝金 160,000 160,000 0

公租公課 21,000 21,000 0

支払負担金 299,984 295,378 4,606

雑費 53,680 166,158 △ 112,478

管理費計 768,081 856,682 △ 88,601

経常費用計 2,946,811 7,312,058 △ 4,365,247

(3)当期経常増減額 △ 1,378,287 △ 4,976,370 3,598,083



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 6 ）令和５年６月30日第138号

兒
玉
光
雄
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
、

１
９
３
２
年（
昭
和
7
年
）
。
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
、
そ
し
て
3
歳
年
下
の
妹
さ
ん

の
4
人
家
族
で
し
た
。

１
９
４
５
年
の
4
月
。
12
歳
の
兒
玉
光

雄
さ
ん
は
、
当
時
広
島
で
入
学
す
る
の
が

と
て
も
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
、
広
島
県

立
広
島
第
一
中
学
校
（
通
称
【
一
中
】
現
広

島
県
立
広
島
国
泰
寺
高
校
）
に
見
事
合
格

し
て
、
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。
翌
日
か

ら
始
ま
っ
た
厳
し
い
集
団
登
校
の
訓
練

や
、
上
級
生
へ
の
敬
礼
、
服
装
点
検
な
ど

に
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
5
月
に
な
る
と
上
級
生
は
学
徒
動
員

で
、
軍
需
工
場
な
ど
に
働
き
に
行
き
、
学

校
に
来
ら
れ
な
く
な
り
、
光
雄
さ
ん
達
1

年
生
も
、
普
通
教
科
の
授
業
に
代
わ
っ
て

軍
事
教
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
校
に
配

属
さ
れ
た
将
校
達
が
監
視
す
る
中
で
、
軍

人
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
文

章
を
暗
唱
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
中
に
は

覚
え
ら
れ
な
く
て
殴
ら
れ
る
生
徒
も
い
た

そ
う
で
す
。

8
月
6
日
の
朝
、
一
中
で
は
こ
の
日
登

校
し
て
い
た
1
年
生
307
人
の
内
、
奇
数
学

級
1
・
3
・
5
組
の
約
150
名
は
市
役
所
裏
の

建
物
疎
開
作
業
へ
向
か
い
、
残
る
偶
数
学

級
２
・
４
・
６
組
の
約
150
名
は
、
交
代
時
間

ま
で
教
室
で
自
習
を
し
な
が
ら
待
っ
て
お

く
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
6
組
だ
っ
た

光
雄
さ
ん
は
教
室
で
の
自
習
組
。
こ
の
振

り
分
け
が
運
命
を
分
け
る
事
に
な
り
ま
し

た
。小

柄
だ
っ
た
光
雄
さ
ん
の
席
は
教
室
の

窓
側
の
一
番
前
。8
時
10
分
を
過
ぎ
た
頃
、

B‌

29
の
爆
音
が
聞
こ
え
て
来
て
、
友
達
が

『
お
い
、
落
下
傘
が
落
ち
た
ぞ
！
見
に
行

こ
う
！
』と
中
庭
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。光

雄
さ
ん
も
そ
の
声
に
つ
ら
れ
て
外
へ
出
よ

う
と
し
た
時
、
教
室
の
真
ん
中
に
集
ま
っ

て
い
る
友
達
た
ち
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、『
少
年
倶
楽
部
』
と
い
う
漫
画
雑

誌
を
読
も
う
と
集
ま
っ
て
い
る
人
だ
か
り

で
し
た
。
光
雄
さ
ん
が
そ
の
本
に
惹
か
れ

て
、
そ
の
中
に
割
り
込
も
う
と
し
た
そ
の

瞬
間
、ピ
カ
ッ
と
黄
金
の
火
柱
の
よ
う
な
、

強
烈
な
光
を
感
じ
、
と
っ
さ
に
机
の
下
に

潜
り
込
も
う
と
し
て
、
意
識
を
失
い
ま
し

た
。し

ば
ら
く
し
て
、
気
が
付
く
と
辺
り
は

真
っ
暗
で
油
臭
い
も
の
す
ご
い
土
埃
。
息

苦
し
く
て
、
土
の
塊
の
様
な
も
の
を
何
度

か
吐
き
ま
し
た
。
木
造
の
校
舎
は
完
全
に

崩
れ
落
ち
、
光
雄
さ
ん
は
、
机
と
椅
子
の

わ
ず
か
な
隙
間
に
挟
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

頭
を
上
に
向
け
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
薄
明

り
が
見
え
た
の
で
、
手
を
伸
ば
し
て
天
井

板
を
へ
し
折
る
と
、
人
が
一
人
通
れ
る
く

ら
い
の
僅
か
な
隙
間
が
出
来
ま
し
た
。
慌

て
て
抜
け
出
そ
う
と
し
て
、
肩
に
ブ
ス
ッ

と
15‌

cm
ほ
ど
の
大
き
な
釘
が
突
き
刺
さ
り

ま
し
た
が
、
腰
を
落
と
し
て
そ
の
釘
を
抜

く
と
、
流
れ
る
血
も
そ
の
ま
ま
に
、
何
と

か
崩
れ
た
校
舎
の
外
に
逃
げ
出
す
事
が
で

き
ま
し
た
。

外
は
真
っ
暗
で
何
も
見
え
ま
せ
ん
。
そ

の
時
、「
お
ー
い
！
」と
呼
ぶ
声
が
し
て
、よ

く
目
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、
雑
誌
を
持
っ

て
来
て
い
た
Ｙ
君
が
屋
根
の
斜
面
を
支
え

る
木
材
に
首
を
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
光
雄

さ
ん
は
あ
り
っ
た
け
の
力
を
振
り
絞
っ
て

そ
の
垂
木
を
へ
し
折
っ
て
、
Ｙ
君
を
助
け

出
し
ま
し
た
。

朝
だ
と
い
う
の
に
太
陽
は
無
く
な
っ

て
、
ま
る
で
お
ぼ
ろ
月
夜
の
様
で
す
。
辺

り
を
見
回
す
と
、
頭
を
柱
で
割
ら
れ
、
身

動
き
し
な
い
友
達
や
、
首
を
挟
ま
れ
て
亡

く
な
っ
て
い
る
友
達
も
い
ま
す
。
そ
し
て

崩
れ
た
校
舎
の
底
か
ら
は
、
い
く
つ
も
の

呻
き
声
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
。
光
雄
さ
ん

は
、
必
死
に
な
っ
て
何
人
か
の
友
達
を
引

き
ず
り
出
し
ま
し
た
。

「
し
か
し
、そ
れ
に
し
て
も
ど
う
し
て
誰

も
助
け
に
来
て
く
れ
な
い
ん
だ
？
」
最
初

一
中
だ
け
が
ヤ
ラ
レ
タ
の
だ
と
思
っ
て
い

た
光
雄
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く
し
て
、
周
囲

が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
始
め
た
時
、
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。一
中
の
校
舎
だ
け
で
な
く
、

広
島
の
街
全
体
が
消
え
て
い
た
の
で
す
。

木
造
の
建
物
は
跡
形
も
な
く
倒
れ
、
近
く

に
あ
る
電
力
会
社
の
ビ
ル
や
、
遠
く
に
あ

る
は
ず
の
デ
パ
ー
ト
や
新
聞
社
の
ビ
ル
が

す
ぐ
近
く
に
見
え
て
、
そ
れ
ら
残
っ
て
い

る
ビ
ル
の
窓
と
い
う
窓
か
ら
炎
が
舞
い
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

と
そ
の
時
、崩
れ
た
校
舎
の
下
か
ら「
こ

の
水
筒
を
ど
け
て
く
れ
！
」
と
親
友
のO

君
の
叫
び
声
が
し
ま
し
た
。
見
る
と
屋
根

を
支
え
る
大
き
な
木
材
とO

君
の
太
腿

の
間
に
ア
ル
ミ
の
水
筒
が
挟
ま
っ
て
い
て

身
動
き
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で

す
。
光
雄
さ
ん
は
テ
コ
に
す
る
棒
き
れ
を

探
し
て
、
何
度
か
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
ダ
メ
で
す
。
び
く
と
も
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
棒
は
折
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
こ
れ
は
一
人
じ
ゃ
無
理
だ
！
」

と
思
っ
た
光
雄
さ
ん
は
「
お
い
、
助
け
を

呼
ん
で
く
る
か
ら
な
、
頑
張
れ
よ
！
」
と

声
を
か
け
て
、
人
影
の
見
え
る
プ
ー
ル
の

方
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

光
雄
さ
ん
が
プ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く

と
、
そ
こ
は
地
獄
の
様
な
光
景
で
し
た
。

建
物
疎
開
に
出
て
い
た
生
徒
達
が
大
火
傷

を
負
っ
て
、
水
を
求
め
て
戻
っ
て
来
て
い

た
の
で
す
。
プ
ー
ル
の
水
は
血
で
茶
色
く

濁
っ
て
い
ま
す
。
皆
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
髪

の
毛
は
焼
け
縮
れ
、
火
傷
で
顔
は
真
っ
赤

に
な
り
、
指
先
か
ら
皮
膚
が
垂
れ
下
が
っ

て
い
て
、
男
女
の
区
別
も
つ
き
ま
せ
ん
。

セ
ー
ラ
ー
服
の
襟
の
部
分
だ
け
が
残
っ
て

い
て
、
か
ろ
う
じ
て
女
学
生
だ
と
わ
か
る

く
ら
い
で
す
。
破
れ
た
水
道
管
か
ら
吹
き

出
す
水
で
、
我
先
に
焼
け
た
顔
を
冷
や
そ

う
と
し
て
い
る
人
達
…
。「
あ
あ
、
こ
れ
で

村
　
輿
　
久
美
子

私
の
伝
承
講
話

 
―「
一
中
生
だ
っ
た

兒
玉
光
雄
さ
ん
の

被
爆
体
験
」―
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は
助
け
を
求
め
る
事
な
ん
て
出
来
な
い
」

そ
う
悟
っ
た
光
雄
さ
ん
は
、O

君
の
所
へ

引
き
返
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
そ
こ
へ
、
顔
中
に
ガ
ラ
ス
が
突
き
刺

さ
り
、
頭
に
血
止
め
の
布
を
巻
い
た
Ｙ
君

が
や
っ
て
き
て
、「
お
い
、
火
が
回
っ
て
来

た
ぞ
！
逃
げ
よ
う
！
」
と
口
か
ら
血
を
吐

き
な
が
ら
叫
び
ま
し
た
。
そ
の
時
、
突
然

煙
の
臭
い
の
す
る
つ
む
じ
風
が
舞
い
上
が

っ
て
、
炎
が
す
ぐ
近
く
ま
で
迫
っ
て
来
ま

し
た
。…
す
る
と
崩
れ
た
校
舎
の
下
か
ら
、

も
は
や
脱
出
出
来
な
い
と
覚
悟
し
た
の
か

「
天
皇
陛
下
万
歳
！
」「
お
母
さ
ー
ん
！
」

「
広
島
一
中
万
歳
！
」と
重
苦
し
い
幾
つ
も

の
声
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
君
が
代
」
を
歌
い
始
め
、
や
が
て
そ
の
声

は
一
中
の
校
歌
で
あ
る「
鯉
城
の
夕
べ
…
」

へ
と
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
光
雄
さ
ん

は
、
為
す
術
も
な
く
炎
に
包
ま
れ
て
い
く

校
舎
に
向
か
っ
て
、
合
掌
し
た
ま
ま
「
み

ん
な
、
す
ま
な
い
、
許
し
て
く
れ
ー
！
」

と
泣
き
な
が
ら
叫
び
続
け
ま
し
た
。

炎
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
一
中
を
後
に
し

た
光
雄
さ
ん
は
、
東
に
あ
る
比
治
山
を
目

指
し
て
逃
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
途
中
か

ら
道
の
両
側
の
家
が
燃
え
て
炎
の
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
上
前

へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
炎
の
中
を

逃
げ
惑
う
内
に
気
が
付
く
と
、
日
赤
病
院

の
前
の
電
車
通
り
に
出
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
目
に
し
た
の
は
…
夾
竹
桃
の
幹
を
握

り
し
め
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
る
お
母
さ

ん
。
そ
の
腕
の
中
で
は
ま
だ
生
き
て
い
る

赤
ん
坊
が
お
乳
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
大
通
り
に
は
、
炎
か
ら
逃
れ
よ

う
と
南
に
向
か
っ
て
ト
ボ
ト
ボ
歩
く
無
残

な
被
災
者
た
ち
の
行
列
が
出
来
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
居
た
一
人
の
青
年
は
、
自

分
の
飛
び
出
し
た
目
の
玉
を
掌
に
受
け
た

ま
ま
、
木
の
枝
で
地
面
を
突
き
な
が
ら
歩

い
て
い
ま
し
た
。
光
雄
さ
ん
は
そ
の
青
年

を
見
守
る
よ
う
に
行
列
に
加
わ
り
ま
し

た
。
少
し
行
く
と
、
道
端
で
倒
れ
た
ブ
ロ

ッ
ク
塀
に
腰
か
ら
下
を
挟
ま
れ
、
助
け
を

求
め
る
女
性
が
い
ま
し
た
。
大
人
た
ち
が

誰
一
人
助
け
よ
う
と
し
な
い
そ
の
女
性
の

側
を
、
光
雄
さ
ん
が
取
り
過
ぎ
よ
う
と
し

た
時
、不
意
に
パ
ッ
と
足
を
つ
か
ま
れ
て
、

思
わ
ず
そ
の
手
を
振
り
払
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
の
す
が
る
よ
う
な
眼
差

し
を
、
光
雄
さ
ん
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
怪
我
を
し
た
市
民
に
混

じ
っ
て
歩
く
兵
隊
達
が
、
被
災
者
を
助
け

る
事
も
せ
ず
、
何
よ
り
も
大
切
な
は
ず
の

銃
を
杖
の
代
わ
り
に
し
て
、
足
を
引
き
ず

り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
時
「
あ

あ
、
日
本
も
負
け
た
な
」
と
子
供
心
に
思

っ
た
そ
う
で
す
。

光
雄
さ
ん
が
御
幸
橋
の
た
も
と
に
辿
り

着
い
た
の
は
午
前
11
時
頃
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
時
間
に
な
る
と
、
暗
闇
は

晴
れ
て
、
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
付
け
る
真
夏
の

太
陽
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
水
を
求

め
て
次
々
と
川
へ
入
ろ
う
と
す
る
被
災
者

た
ち
。
道
端
に
は
力
尽
き
て
焼
け
た
だ
れ

た
幾
つ
も
の
死
体
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
へ
軍
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
来
て
、

そ
れ
を
無
造
作
に
ま
る
で
丸
太
ん
棒
で
も

積
む
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
い
ま
し

た
。こ

こ
ま
で
来
て
、
光
雄
さ
ん
は
急
激
に

体
調
が
悪
く
な
り
、
吐
い
て
も
吐
い
て
も

吐
き
気
が
収
ま
ら
ず
、
喉
は
カ
ラ
カ
ラ
に

乾
い
て
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
、
倒
れ
た

橋
の
欄
干
に
腰
か
け
て
、
川
面
を
流
れ
て

い
く
沢
山
の
黒
い
死
体
を
呆
然
と
眺
め
て

い
ま
し
た
。
全
身
の
力
が
抜
け
て
、
本
当

に
苦
し
く
て
動
く
こ
と
が
出
来
ず
、
光
雄

さ
ん
は
何
度
も
死
を
覚
悟
し
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
で
も
「
何
と
し
て
で
も
こ
の
橋

を
渡
っ
て
家
に
帰
り
た
い
！
」
と
、
た
っ

た
160‌

m
の
橋
を
1
時
間
以
上
か
け
て
や
っ

と
の
思
い
で
渡
り
終
え
る
と
、
対
岸
に
は

も
う
煙
も
炎
も
迫
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

こ
か
ら
爆
風
で
壊
れ
た
迷
路
の
よ
う

な
町
を
抜
け
る
と
宇
品
線
の
丹
那
駅
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
光
雄
さ
ん

が
小
学
生
の
頃
、
よ
く
ト
ン
ボ
を
採
り
に

来
て
い
た
懐
か
し
い
場
所
だ
っ
た
の
で
、

気
が
緩
ん
だ
の
か
、
原
爆
の
急
性
障
害
も

熱
中
症
も
一
緒
に
な
っ
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
光
雄
さ
ん
は
道
端
に
倒
れ
、
気

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
と
き
に
は
、
見
知
ら
ぬ
農

家
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
何
で
も
こ
の

家
の
甥
子
さ
ん
が
一
中
の
3
年
生
だ
と
い

う
事
で
、
甥
子
さ
ん
の
消
息
を
心
配
し
て

い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
家
の
近
く
で
一
中

の
制
服
姿
で
倒
れ
て
い
た
光
雄
さ
ん
を
見

つ
け
て
、
助
け
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
お

ば
あ
さ
ん
は
一
杯
の
冷
た
い
井
戸
水
を
飲

ま
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
命
を

つ
な
い
だ
井
戸
水
の
美
味
し
さ
は
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
し
て
当

時
な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
白
米
の
お
に
ぎ
り
も
出
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
光
雄
さ
ん
は
全
く
食
欲
が
な

く
て
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。夕

方
ま
で
休
ま
せ
て
も
ら
っ
て
、
少
し

元
気
を
取
り
戻
し
た
光
雄
さ
ん
は
家
族
の

待
つ
戸
坂
村
へ
帰
る
事
に
し
ま
し
た
。
動

き
始
め
た
宇
品
線
で
大
洲
口
駅
ま
で
行

き
、火
事
で
使
え
な
い
広
島
駅
を
避
け
て
、

線
路
伝
い
に
ト
ボ
ト
ボ
歩
い
て
矢
賀
駅
ま

で
行
っ
て
み
る
と
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は

被
災
者
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
見
た
目
は

何
も
怪
我
を
し
て
い
な
い
光
雄
さ
ん
は
、

気
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

や
っ
て
き
た
臨
時
列
車
に
乗
り
込
む
と
、



一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会 （ 8 ）令和５年６月30日第138号

あ

と

が

き

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ
り
各
国
首
脳
は
、
広
島

で
の
滞
在
を
満
足
し
、
笑
顔
で
帰
国
の
途
に
つ
か
れ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
開
催
期
間
中
に
、

・�

県
内
高
校
生
に
よ
る
、
県
民
会
議
公
式
ロ
ゴ
・
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
・
電
車
や
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
作
成

・�

小
学
生
が
育
て
た
花
を
活
用
し
た
、
平
和
公
園
噴
水

そ
ば
の
歓
迎
ボ
ー
ド
（
Ｇ
７
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）

・�

美
し
い
環
境
で
来
訪
者
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
多

く
の
企
業
・
団
体
が
自
主
的
に
実
施
し
た
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
（
清
掃
）
運
動

・�

国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
様
々
な
場
面
で
奉
仕

し
た
多
く
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

な
ど
、直
接
的
な
関
係
者
だ
け
で
な
く
、オ
ー
ル
広
島

で
各
国
首
脳
を
心
か
ら
お
も
て
な
し
し
た
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
警
察
官
の
大
半
が
５
月

22
日
に
帰
県
し
ま
し
た
が
、
首
脳
会
議
会
場
の
ホ
テ
ル

が
あ
る
広
島
市
南
区
元
宇
品
町
で
は
、
遠
く
か
ら
来
て

く
れ
て
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
た
と
「
あ
り
が
と
う
感

謝
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
持
つ
多
く
の
住
民
が
、

警
察
車
両
15
台
を
見
送
り
、
警
察
官
も
敬
礼
で
そ
れ
に

応
え
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
い
間
閉
塞
的
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
が
、
久
々
の
明
る
い
話
題
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

車
内
は
被
災
者
で
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の

状
態
で
、
血
と
脂
汗
と
嘔
吐
物
の
凄
ま
じ

い
匂
い
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
自
宅

の
あ
る
戸
坂
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
こ

と
が
出
来
た
光
雄
さ
ん
。
そ
の
時
広
島
の

方
向
に
目
を
や
る
と
…
街
は
炎
に
包
ま

れ
、
上
空
は
赤
々
と
燃
え
て
い
ま
し
た
。

生
き
な
が
ら
焼
か
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う

友
を
思
っ
て
、
光
雄
さ
ん
は
泣
き
じ
ゃ
く

り
ま
し
た
。

身
も
心
も
疲
れ
果
て
た
光
雄
さ
ん
が
、

そ
こ
か
ら
歩
い
て
10
分
程
の
自
宅
に
辿
り

着
い
た
の
は
、
日
付
が
変
わ
る
少
し
前
で

し
た
。
自
宅
で
は
９
歳
の
妹
が
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
光
雄
さ
ん
を

探
し
に
市
内
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
夜

中
の
2
時
頃
に
帰
っ
て
来
て
、
涙
を
流
し

て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
前

の
日
か
ら
福
岡
に
出
張
に
出
か
け
て
い

て
、幸
い
家
族
4
人
全
員
が
無
事
で
し
た
。

こ
の
翌
日
か
ら
光
雄
さ
ん
は
三
日
三
晩
死

ん
だ
よ
う
に
眠
り
続
け
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

令和５年度　行事予定表
一般財団法人広島県動員学徒等犠牲者の会

年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

令
和
５
年

４ ７ 金 研修会 ４
19 水 監事会

26 水

５ 10 水 理事会(西向寺) 
(令和４年度事業報告・決算の承認) ５ 26 金 定時評議員会(西向寺) 

(令和４年度事業報告・決算の承認)

６ ７ 水 ６ 21 水

７ ６ 木 追悼式打ち合せ会（役割分担等） 
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） ７ 20 木

８
５ 土 供養会

８ 21 月
６ 日 第67回原爆死没者追悼式

９ ６ 水 追悼式反省会(西向寺) ９ 21 木

10 ６ 金 10 19 木 研修会

11 ９ 木

12 ７ 木 会報ともしび封筒入れ（西向寺） 12 20 水 懇親会

令
和
６
年

１ 10 水

２ ７ 水

３ ６ 水 ３ 21 木 理事会･臨時評議員会(西向寺) 
(令和６年度事業計画・予算承認)

注１　慰霊塔付近の清掃は，午前９時30分からです。雨天の場合も実施します。
　２　左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
　　　右欄は、行事がないときは清掃後解散。
　　　なお、「西向寺」様の都合によって，日程変更する場合があります。

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仲　
　
　

庫　

生  

様

石　

田　

英　

雄  

様

山
陽
高
等
学
校 

図
書
職
員 

小　

崎　

圭　

子  

様

西　

村　

光　

子  

様

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
左
記
の
口
座

へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

振
替
口
座　

０
１
３
０
０

－

６

－

８
８
５
８

　

一
般
財
団
法
人 

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

ご
寄
付
お
礼


